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研究最前線
・有機質肥料の窒素肥効予測システム
・ラナンキュラス
  モロッコシリーズとラックスシリーズの有望系統の選抜

現場の声
茶新品種導入による収穫期間の拡大

研究者紹介
果樹部 宮廻 京平さん

「まりのわ」の名称は、宮崎県総合農業試験場（Miyazaki Agricultural Research Institute）から、技術や人が「輪」となって
普遍的につながっていって欲しいという意味を込めてつけました。

左）かんしょの塊根（表紙写真は宮崎紅）：畑作園芸支場では、
様々な品種・系統の生育、外観、食味調査を実施

右）食味コンバイン：収穫しながら、食味の基準となるタンパク
含量や水分が測定できるスマート農業機械

最新研究紹介
キクの環境制御技術開発の取組について

特集

給油所

人口気象室

生物環境
研究棟 生物環境部温室

作物部温室
生産物流部温室

作物研究棟

総合低温
研究棟

生産流通
研究棟

土壌環境
研究棟

野菜
研究棟

土壌環境部温室
野菜部温室

野菜部温室

花き部温室
人口気象室

生物工学部
温室 堆肥舎

花き部
研究棟

生物工学
研究棟

石崎川

記念碑

管理棟

職員用駐車場

職員用
駐車場

来客用
駐車場

来客用
駐車場

研
修
棟

花き部温室

車　庫

気象観測露場

公
益
社
団
法
人

宮
崎
県
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

種
苗
増
殖
セ
ン
タ
ー

大
農
業
具
庫

ラ
イ
シ
メ
ー
タ
ー

堆
肥
舎

穀
物
調
整

作
業
棟

作
業
棟

農
薬
資
材
保
管
庫

P

P

P

P P

果樹
温室

ウィルスフリー研究棟
果樹研究棟

果樹堆肥舎

果樹温室

果樹選果棟

P

令和３年度から専門技術センターが設置されました。組織再編情報

宮崎県宮崎市

佐土原町 宮
崎
県

水　田

畑　地

樹園地

温　室

山　林

コープみやざき
佐土原店

家畜保健衛生所

小丸新茶屋

しまむら

佐土原バイパス

日
豊

本
線

ローソン

一
ツ

葉
有

料
道

路

石崎川

ローソン

アタックス●
至宮崎市内

10宮崎県総合
農業試験場

交通のご案内
ＪＲ…日豊本線佐土原駅下車、タクシー10 分　
バス…宮崎交通バス農業試験場前下車、徒歩１２分

本場の所在地と交通アクセス

農業試験場敷地内図

〈畑作園芸支場〉

〒880-0212
宮崎県宮崎市佐土原町下那珂5805
Tel.0985-73-2121
Fax.0985-73-2127

宮崎県総合農業試験場 
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　代表的な有機質肥料には、菜種油粕、魚粕、肉骨粉等がありますが、窒素肥効を予測するには、それぞれの分解特性

を求める必要があります。

　そこで、試験では、土に一定量の有機質肥料と水を加え、一定温度に保温しながら肥料の分解の過程を分析すること

で、それぞれの分解特性を把握し、数値化しました。

　このシステムでは、把握した数値を反応速度式（ミカエリス メンテン式）に当てはめることで、温度と時間から有機

質肥料の窒素肥効を求めることができます。

　露地で10月からホウレンソウを作る場合を、システムを

使用して肥料の窒素肥効を予測し、図に作業を書き込むと

右のようになります。

　このように、作業を想定しながら肥効予測システムを使

うと、施肥時期の参考に利用できます。

①基肥に「菜種油粕」を施肥し、2週間後に種播き、生長し始め
たら、 ②1回目の追肥に「肉骨粉」を施肥します。1ヶ月程度で
肥効は小さくなるので、 ③ 2回目の追肥に「魚粕」を施肥しま
す。 12月、大きく育ったら収穫です。

【注意点】
土壌中での有機物の分解は土壌水分に左右されます。このシステムでは土
壌水分が最大容水量の40～60％であることを想定しています。 肥効予測と作業

　環境に配慮した肥料として注目される有機質肥料ですが、有機質肥料中の窒素成分

が、肥料として植物に吸収されるには、微生物により一度アンモニアや硝酸まで分解さ

れる必要があります。

　また、有機質肥料の分解は、微生物の活性に比例し、地温が高いほど早くなるため、温

度から予測することが可能です。

　そこで、これまで一般的に、経験や勘に頼って推測していた有機質肥料の効き方を見

える化して、より効果的な施肥に繋げるため、平均気温から地温を推定し、有機質肥料の

肥効予測を行うことができるシステムを作成し、公開しました。

【公開URL】（ひなたMAFiN）
https://hinatamafin.pref.miyazaki.lg.jp/soshiki/noshi01noshi/tec/1492.html

ひなたMAFiN

花き部 本田 由美子 さん

ここに注目ここに注目

有機質肥料の窒素肥効予測システム
簡単な操作で時期別の窒素肥効予測が可能に

　今後は、CO₂施用時の栽植様式や施肥管理、日射比例式施用技術の検討を行い、宮崎の気象条件を活かすことができる
環境制御技術の開発に取り組む予定です。
　最近では新型コロナウイルスの影響もあり、キクの需要も変化しつつあることから、新規需要に対応した品種の選定や栽
培方法の検討にも取り組んでいきます。

今後の研究課題

　本県のキク産地では、担い手の減少や高齢化が課題となっています
が、一方で、若い経営者による規模拡大や新技術の導入も進みつつあり
ます。
　今後、ICT技術等の活用によって、品質・収量性の向上と省力・省コス
トの両立を実現し、経営の安定化を図る必要があると考えています。
　そこで、花き部では、CO₂施用等の環境制御による高品質・増収技術
の開発や、省力的な無側枝性夏秋ギクの高温障害回避による高品質化
等の栽培技術の開発に取り組んでいます。

炭酸ガス施用試験の様子キクの品種比較試験の様子

特
集

有機質肥料の効き方、実際のところは？？？

有機質窒素肥効システムの仕組み

便利な利用方法

研究最前線

研究紹介

最新研究紹介

はじめに

①【環境制御による増収技術の開発】

　低温開花性の神馬「N-11」の3月出荷作型でCO₂の施用方法を検
討した結果、局所施用により、効率的に植物の群落内にCO₂を施用で
きることが確認され、品質も向上することが分かりました（図1、2）。

②【高温障害回避による高品質化】

　無側枝性の夏秋ギク「精の一世」では、栽培期間中にミストを使用
することで施設内が冷却され、奇形花の発生を抑制できることが分
かりました。

これまでの研究成果

キクの環境制御技術開発の
取組について

有機質肥料は
どう効くの？

＊供試品種 低温開花性神馬「N-11」 9cm×8目ネット6条植え

図1　ハウス内および群落内の栽培期間中のCO₂濃度

じ ん ば

図2　規格別割合
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形質確認ほ場の様子

気品ある光沢を持つラックスシリーズの花

① モロッコシリーズの特性調査

② ラックスシリーズの特性調査

研究者紹介

果樹部

試験研究の内容を教えてください。
　近年の気候変動の影響で、ナシでは開花の遅
延や枯死といった「発芽不良」が発生し問題と
なっています。県内ナシ産地の発生状況調査や
対策技術の開発・実証試験を行っています。
　また、ナシやカキのジョイント仕立て栽培、低
樹高栽培等による早期成園・省力化の技術開発、
キウイフルーツの県内適応性や安定生産の技術
開発に取り組んでいます。 今後の目標 

　当試験場は、落葉果樹の栽培試験を取り組む全国
の公設試験場の中で、特に温暖な地域に位置してい
ます。
　温暖な気候は落葉果樹の栽培に不利な点も多いで
すが、果樹部での成果を県内はもちろん、全国の生産
者や研究者に活用してもらえるよう積極的な情報発
信や試験研究にチャレンジしていきます。

どのような仕事をしていますか？
　ナシやキウイフルーツ、カキ、モモの落葉果樹
を対象とした栽培試験に取り組んでいます。
　また、国の研究機関が開発した新系統につい
て、本県における栽培適応性を確認する試験を
行っています。

宮廻 京平 さん
みやざこ 　   きょうへ い

今回は果樹部で研究3年目の宮廻さんを紹介します

低樹高栽培のカキを収穫

普及指導員とナシのジョイント栽培調査

▼現地ナシ園での
　開花調査

◀キウイフルーツの
　生育調査

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A.

仕事のやりがいを感じることは？ 
　赴任当初は、分からないことだらけで、先輩の研究
員や普及指導員、現地の生産者にも基礎から教わり
ながら業務に取り組みました。試験場での栽培管理
や現地ほ場の観察を続けていくうちに少しずつ視野
が広がってきたように思います。
　特に果樹の栽培試験は、成果が出るまで長い年数
がかかるので、研究を進める上で、しっかりと計画や
仮説を立てることの大切さとやりがいを日々感じて
います。

Q.

A.

　宮崎の果樹といえば、マンゴーやキンカン、
日向夏等のイメージが強いですが、ナシやカ
キ、モモ、ブドウなどの落葉果樹の歴史のある
産地が県内にもあり、近年はキウイフルーツの
栽培も盛んに行われています。
　一年を通して多様な果樹が生産されていま
す。是非、旬の宮崎県産くだものを味わってみ
てください。

　モロッコシリーズは、縮れた特徴的な花びらと

花色を持つのが特徴であり、実需者からの需要も

高く、県内でも栽培する生産者が増えています。

　花き部では有望な系統として、赤、黄、白ピン

ク、白、紫、クリーム、茶オレンジの全11種類につ

いて、切り花形質や収量、花色、開花時期等の特性

を明らかにしました。

　ラックスシリーズは、これまでのラナ

ンキュラスにはない、光沢のある花び

らと株が剛健で枝分かれする草姿が特

徴的です。

　有望な系統として、赤、黄、白、紫、ク

リーム、オレンジ、ピンク、ゴールドの全

19種類の特性を明らかにしました。

　これから栽培が広がる新しい品種・系統の特性を、あらかじめ明らかにすることで、生産者が初めて栽培する際のリ

スクを最小限にすることができます。

　また、特性調査の結果を踏まえ、県内外の実需者の評価による選抜が行われ、選抜された系統は、今年度から段階的

に産地での栽培を開始しています。

　近年、宮崎県の冬春作型の花きとして、消費者の認知度が高まって

いる品目がラナンキュラスです 。

　ラナンキュラスは、様々な花形や花色のバリエーションが豊かな花

きです。県内では中山間地域を中心に栽培が行われており、県北の西

臼杵地域は全国でも有数のラナンキュラスの産地です。県内では他に

も、西諸県地域や東臼杵地域、中部地域でも栽培されています。

　宮崎県では、県内のラナンキュラスの民間育種家と連携し、実需者

ニーズの高い有望系統の形質の確認や特性調査、品種の選抜を行い、

産地のブランド化の強化や生産拡大を支援しています。

ここに注目ここに注目

ラナンキュラス
モロッコシリーズとラックスシリーズの有望系統の選抜

研究最前線

研究紹介

縮れた花びらと複雑な花色が特徴的なモロッコシリーズ
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図１ きらり31の新茶芽

現場の課題

問題解決のために開発した技術の説明

　宮崎県は茶の栽培面積が全国6位、生産量は全国4位と全国有数の茶生
産県です。
　温暖な本県ですが、冬季の気温が比較的低い地域では、耐寒性の弱い早
生品種の栽培が難しく、市場価格が高い時期に出荷できる品種が無かった
ことから、耐寒性の強い良質な早生品種の育成が求められていました。

図3 はると34の従来品種との特性比較

現場の声

「きらり31」

　「きらり31」は、全国で栽培が一般的な「やぶきた」よりも摘採期が2～4
日早い早生品種ですが、越冬芽の凍害や成葉の寒害、裂傷型凍害にも強
く、中山間地域での栽培が可能です（図2）。
　製茶品質は、アミノ酸含有率が高く、煎茶として鮮やかな濃い緑色とさ
わやかな風味が特徴です。さらに玉露、かぶせ茶としても優れています。

「はると34」

　「はると34」は「やぶきた」より摘採期が7日程度早い極早生品種です。
　成葉の寒害や裂傷型凍害には「やぶきた」より強いものの、越冬芽の凍
害については「さえみどり」並に弱いので山間地での栽培には注意が必要
です（図3）。
　製茶品質については、アミノ酸含有率が高く、煎茶として鮮緑色で香りや
味も良質です。釜炒り茶としてもおいしいです。短期間の被覆を行うことで
品質がさらに向上する特性を持っています。

耐寒性の強い早生品種「きらり31」、「はると34」の育成と普及

　両品種とも「やぶきた」に比べると病害の発生が少なく、栽培しやすい品種です。特に「はると34」はすっきりとした

味わいで製茶品質も良く、極早生品種であることから市場では高く評価されています。「はると34」は「やぶきた」にく

らべ、少し収量性が劣っていますが、「きらり31」は同等です。

　北諸県地区では今年から

「きらり31研究会」を発足し

ており、品種の特徴を活用し

た販売戦略を検討していこ

うと考えています。引き続

き、品種に関わる情報の提

供等を含め、茶品種の育成

をよろしくお願いします。

現場の VOICE－研究成果の活用事例―

茶新品種導入による収穫期間の拡大

 

大石 修作さん（茶園にて）

声

茶農家 大石修作さん (宮崎県都城市)

Marinowa Topics
生物環境部櫛間義幸部長が
令和4年度研究功労者表彰を受賞

　長年の研究への従事、地域農業の発展に貢献した功績により、生物環境部櫛間義幸
部長が全国農業関係試験研究場所長会より、研究功労者表彰を受賞されました。
　主な研究業績として、キュウリのウイルス病を早期に発見する診断法として「改良
DIBA法」を開発し、現地での普及に尽力しました。
　本県の主力野菜品目であるキュウリに甚大な被害をもたらす、黄化えそ病（MYSV）、
緑斑モザイク病（KGMMV）は、早期発見、除去が重要ですが、これまでは、診断に時間
を要し、高価な診断キットが必要となるなどの課題がありました。そのため、短時間で
安価に出来る診断技術が求められていました。

　今回開発された診断方法では、特殊な器材を必
要とせず、簡単な操作で50分程度で判定出来る
のが特徴です。
　市販キットの10分の1程度のコストで、複数の
サンプルを一度に検査できることから、現在では
県内各普及センターで実施体制を整えており、一
部JAにも技術移転が行われています。

櫛間 義幸 生物環境部長

トマトキバガの成虫と幼虫

改良 DIBA 法検定キット

病害虫防除・肥料検査課(病害虫防除・肥料検査センター)

新しい病害虫の発生拡大防止に向けて

　海外でナス科植物に被害を与え、分布域の急拡大が懸念されてきた
トマトキバガが令和3年10月に国内(熊本県)で初めて確認され、宮崎
県でも12月に初確認されました。

　現在、県内各地の発生状況
調査を継続して行っており、
今後の防除対策に活用するた
めの情報などを幅広く収集し
ています。

今回は、病害虫防除・肥料検査課の取組を紹介します。

生産者の病害虫対策のために

　当課では、日々実施している県内各地での調査等を基に、毎月月
末に、主要作物の「病害虫発生予報」を発出し、今後の病害虫発生動
向や防除上の注意点などお知らせしています。
　また、緊急な対応や注意が必要な病害虫の発生が予想される際
も、その都度情報を発出し、ホームページに掲載しています。

◀ＱＲコードからホームページが閲覧できます。

きらり31研究会の様子

図2 きらり31の従来品種との特性比較

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
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宮崎総農試技術情報誌

研究最前線
・有機質肥料の窒素肥効予測システム
・ラナンキュラス
  モロッコシリーズとラックスシリーズの有望系統の選抜

現場の声
茶新品種導入による収穫期間の拡大

研究者紹介
果樹部 宮廻 京平さん

「まりのわ」の名称は、宮崎県総合農業試験場（Miyazaki Agricultural Research Institute）から、技術や人が「輪」となって
普遍的につながっていって欲しいという意味を込めてつけました。

左）かんしょの塊根（表紙写真は宮崎紅）：畑作園芸支場では、
様々な品種・系統の生育、外観、食味調査を実施

右）食味コンバイン：収穫しながら、食味の基準となるタンパク
含量や水分が測定できるスマート農業機械

最新研究紹介
キクの環境制御技術開発の取組について
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令和３年度から専門技術センターが設置されました。組織再編情報
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10宮崎県総合
農業試験場

交通のご案内
ＪＲ…日豊本線佐土原駅下車、タクシー10 分　
バス…宮崎交通バス農業試験場前下車、徒歩１２分

本場の所在地と交通アクセス

農業試験場敷地内図

〈畑作園芸支場〉

〒880-0212
宮崎県宮崎市佐土原町下那珂5805
Tel.0985-73-2121
Fax.0985-73-2127

宮崎県総合農業試験場 
本場

〒885-0091　宮崎県都城市横市町10683
Tel.0986-22-1743　Fax.0986-22-1744

Upland Crops and Horticulture Branch

〈茶業支場〉
Tea Branch

〒889-1301　宮崎県児湯郡川南町大字川南17070
Tel.0983-27-0355　Fax.0983-27-1314

〈亜熱帯作物支場〉
〒889-3211　宮崎県日南市南郷町贄波3236-3
Tel.0987-64-0012　Fax.0987-64-0657

Subtropical Plant Branch

〈薬草・地域作物センター〉
〒886-0212　宮崎県小林市野尻町大字東麓2581-88
Tel.0984-21-6061　Fax.0984-21-6063

Herbs and Local Plants Center

組織機構  Organization mechanism

場長・副場長（総括・研究担当・専門技術担当）

本場

企画情報室　Division of  Planning and Infomation

管理課　Division of  Management

生産流通部　Division of  Production and Post-harvest

病害虫防除・肥料検査課
Division of  Plant Protection and Fertilizer Inspection

本場84名・支場25名

ホームページ、Ｆａｃｅｂｏｏｋはこちら

ブックマーク＆いいね！お願いします！

総合農試
ホームページ

総合農試
Ｆａｃｅｂｏｏｋ

合計109名
（2022.4.1現在）

鳥獣被害対策支援センター
Wild Animals Damage Pervention Center

支場

［ The number of staffs ］

土壌環境部　Division of  Soil Environment

生物環境部　Division of  Biological Environment

生物工学部　Division of  Biotechnology

作物部　Division of  Common Crop

野菜部　Division of  Vegetables

花き部　Division of  Ornamental Plants

果樹部　Division of  Fruit Trees

専門技術センター　Agricultural Expertise Center

畑作園芸支場
Upland Crops and Horticulture Branch

茶業支場
Tea Branch

亜熱帯作物支場
Subtropical Plant Branch

薬草・地域作物センター
Herbs and Local Plants Center

表紙について

かいこん


